
旗
本
那
須
家
の
幕
末
期
蔵
書
目
録

大
沼
　
美
雄

は
じ
め
に

　
旗
本
那
須
家
が
幕
末
期
に
所
蔵
し
て
い
た
書
籍
の
全
体
像
が
把
握

で
き
る
「
古
書
蔵
書
目
録
」
（
「
那
須
隆
家
文
書
」
甲
一
七
の
二
）
を

翻
刻
す
る
。
こ
れ
は
青
森
県
弘
前
市
の
那
須
隆
家
が
所
蔵
す
る
史

料
で
あ
る
。
那
須
家
は
古
代
末
・
中
世
以
来
の
下
野
国
那
須
郡
の
領

主
で
、
『
平
家
物
語
』
に
登
場
す
る
那
須
与
一
宗
隆
に
よ
り
広
く
世

に
知
ら
れ
た
名
家
で
あ
る
。
那
須
家
は
鎌
倉
期
に
は
幕
府
を
支
え
る

有
力
御
家
人
と
し
て
、
ま
た
南
北
朝
期
に
は
「
関
東
之
八
家
」
の
一

つ
と
し
て
、
関
東
で
は
そ
の
存
在
を
大
き
く
認
め
ら
れ
て
い
た
。
室

町
期
に
は
北
那
須
（
那
須
郡
北
部
）
を
支
配
す
る
上
那
須
家
と
南
那

須
（
那
須
郡
南
部
）
を
支
配
す
る
下
那
須
家
に
分
裂
し
た
が
、
戦
国

期
の
永
正
十
三
年
（
一
五
一
六
）
に
下
那
須
家
の
那
須
資
房
に
よ
っ

て
統
一
を
見
て
い
る
。
そ
の
資
房
の
四
代
後
の
資
晴
の
時
代
に
、
豊

臣
秀
吉
の
小
田
原
攻
め
に
遅
参
し
た
こ
と
で
所
領
を
一
時
没
収
さ
れ

た
が
、
そ
の
後
再
興
さ
れ
、
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
の
関
ヶ
原
の

合
戦
で
は
徳
川
方
に
付
い
て
所
領
を
増
や
し
、
居
館
を
福
原
（
現
大

田
原
市
福
原
）
に
置
い
た
。
ま
た
、
慶
長
十
九
・
二
十
年
の
大
坂
冬

の
陣
・
夏
の
陣
で
も
、
徳
川
方
に
付
い
て
戦
功
を
挙
げ
家
運
を
高
め

た
が
、
寛
永
十
九
年
（
一
六
四
二
）
に
跡
継
ぎ
の
な
い
ま
ま
当
主
資

望
が
死
去
し
、
那
須
家
は
除
封
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
翌
年

再
興
さ
れ
家
運
は
再
び
上
昇
し
て
、
一
時
は
那
須
藩
二
万
石
の
大
名

家
と
な
っ
た
が
、
不
法
養
子
の
か
ど
で
領
地
を
没
収
さ
れ
、
改
易
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
後
は
、
禄
高
一
千
石
の
外
様
の
旗
本
（
交

代
寄
合
、
江
戸
定
府
）
と
し
て
復
興
さ
れ
た
。
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古
代
中
世
以
来
の
名
家
で
、
近
世
の
一
時
期
に
は
二
万
石
を
領
し

た
れ
っ
き
と
し
た
大
名
家
で
あ
っ
た
那
須
家
は
、
僅
か
一
千
石
と
な

っ
て
も
、
そ
の
「
格
」
は
維
持
し
て
来
た
。
例
え
ば
、
津
軽
家
（
弘

前
藩
）
・
佐
竹
家
（
秋
田
藩
）
・
本
庄
松
平
家
（
宮
津
藩
）
な
ど
の
大

名
家
と
姻
戚
関
係
を
持
ち
続
け
、
那
須
郡
内
に
あ
っ
て
は
福
原
家
や

芦
野
家
な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
た
那
須
衆
の
筆
頭
と
し
て
の
立
場
を
守

り
続
け
て
い
た
。
ま
た
、
那
須
与
一
宗
隆
の
所
持
品
と
伝
え
ら
れ
た

太
刀
や
、
那
須
竜
胆
が
源
頼
朝
か
ら
賜
っ
た
と
伝
え
ら
れ
た
白
旗
な

　
　
　
　
　
　
　
を
ざ
ど
う
ぐ

ど
の
中
世
以
来
の
戦
道
具
を
遠
点
か
所
蔵
し
て
い
た
。
そ
れ
ら
は
、

新
井
白
石
の
『
軍
器
考
』
巻
第
九
や
、
松
平
定
信
の
『
製
造
十
種
』

に
も
紹
介
さ
れ
、
享
保
十
二
年
（
一
七
二
七
）
に
は
徳
川
吉
宗
の
上

覧
に
供
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
の
品
々
は
近
世
中
期
に
は
、
そ
の
存
在
が

広
く
知
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
江
戸
後
期
の
那
須
家
の
当
主
は
、
何
れ
も
文
化
教
養
人
で
あ
っ
た
。

　
　
す
け
蓼
b
②

那
須
資
明
は
「
唐
人
図
」
「
鍾
楢
神
像
」
「
羅
漢
図
」
な
ど
の
絵
画
、

「
詠
百
首
和
歌
」
な
ど
の
和
歌
、
「
詩
稿
」
と
題
さ
れ
た
漢
詩
文
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
け
ち
か

（
「

ﾟ
須
隆
家
文
書
」
甲
九
・
二
）
を
残
し
た
。
ま
た
、
祖
父
資
隣

の
時
代
に
上
覧
に
供
さ
れ
た
戦
道
具
数
点
を
正
確
に
図
面
に
描
き
、

寸
法
等
を
書
き
込
み
、
序
を
撰
文
し
、
一
巻
に
ま
と
め
て
、
「
軍
器

　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
す
け
ひ
ろ
の

図
」
と
名
付
け
た
。
那
須
資
望
は
「
瑞
気
満
梅
花
」
「
雪
月
花
時

仁
君
」
な
ど
の
書
、
「
茄
子
の
図
」
な
ど
の
絵
画
の
ほ
か
、
和
歌
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
け
お
き
⑤

俳
譜
の
短
冊
を
多
数
残
し
た
。
那
須
即
興
は
「
式
年
加
寿
算
」
な

ど
の
書
や
和
歌
の
短
冊
な
ど
を
多
数
残
し
た
。

　
こ
こ
に
翻
刻
す
る
那
須
家
の
蔵
書
目
録
は
、
那
須
資
糧
の
代
の
も

の
で
あ
り
、
資
明
・
資
礼
・
資
興
ら
の
文
化
活
動
を
支
え
た
那
須
家

の
蔵
書
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
有
効

な
史
料
で
あ
る
。
こ
こ
に
著
録
さ
れ
た
蔵
書
が
ど
こ
に
所
蔵
さ
れ
て

い
た
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
在
所
の
福
原
（
現
大
田
原
市
福
原
）

と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
恐
ら
く
は
江
戸
本
所
の
那
須
家
江
戸
屋
敷
で

あ
っ
た
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。
な
お
、
「
詩
稿
」
に
は
「
静
好

下
図
書
記
」
と
い
う
蔵
書
印
が
押
し
て
あ
り
、
那
須
資
明
の
書
斎
内

の
蔵
書
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　
本
目
録
の
著
録
者
は
未
詳
で
あ
る
。
ま
た
、
成
立
年
代
も
正
確
な

と
こ
ろ
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
『
雄
飛
論
』
（
会
沢
正
志
斎
）
は
嘉

永
三
年
（
一
八
五
〇
）
、
『
遊
中
禅
寺
記
』
（
板
倉
勝
明
）
は
嘉
永
四

年
（
一
八
五
一
）
、
『
二
十
四
孝
伝
』
（
竹
葉
舎
金
高
）
は
安
政
二
年

（
一

ｪ
五
五
V
、
『
三
十
二
家
絶
句
』
（
額
田
正
）
は
安
政
四
年
（
一

八
五
七
）
、
『
西
征
詩
抄
（
砂
）
』
（
青
木
寒
村
）
は
文
久
三
年
（
一
八

六
三
）
の
成
立
で
あ
る
か
ら
、
本
目
録
の
成
立
年
代
が
文
久
三
年
以

後
の
幕
末
期
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
外
題
は
ペ
ン
書
き
で
「
古
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書
蔵
書
目
録
」
と
あ
る
が
、
原
題
籏
が
剥
落
し
て
い
る
た
め
の
仮
題

で
あ
ろ
う
。

　
本
目
録
に
は
、
「
御
家
録
」
「
和
歌
」
「
茶
書
」
「
官
位
附
装
束
」
「
名

物
」
「
伝
」
「
学
書
」
「
令
式
井
紀
年
附
日
記
」
「
柳
営
井
神
祇
付
教
訓
」

「
武
家
」
「
仏
書
」
「
儒
経
」
「
医
書
」
「
物
語
」
「
画
」
「
字
書
付
往
来
」

と
い
う
項
目
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。
蔵
書
は
こ
れ
に
よ
っ
て
分
類
さ

れ
て
い
る
が
、
「
儒
経
」
の
項
に
「
文
徳
実
録
」
が
収
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
に
は
疑
問
が
残
る
。

【
注
】

ω
本
稿
は
、
栃
木
県
立
文
書
館
蔵
の
写
真
帳
第
八
冊
目
（
℃
」
『
・
鼻
昏
O
い
）

　
に
よ
り
翻
刻
し
た
。

ω
宝
暦
十
年
（
一
七
六
〇
）
～
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）
。
安
永
六
年

　
（
一
七
七
七
）
に
家
督
相
続
。
与
一
・
豊
太
郎
・
芝
山
・
静
好
館
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
い
ふ
う

跡
ゆ
旋
蹴
喰
お
、
静
好
館
は
資
明
の
書
斎
名
で
あ
り
、
転
昆
論
島
鄭
楓
、

女
旧
鵜
鳩
の
「
琴
麸
在
吻
御
、
莫
レ
不
二
静
好
一
。
」
（
琴
麸
御
に
在
れ

ば
、
静
好
な
ら
ざ
る
は
莫
し
。
）
を
出
典
と
す
る
。
「
穏
や
か
で
（
配

偶
者
と
は
勿
論
の
こ
と
誰
と
で
も
）
仲
睦
ま
じ
い
㌧
と
い
う
意
味
で

あ
ろ
う
。
’

③
「
軍
記
図
」
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
「
軍
器
図
序
」
の
読
み
方
」
（
『
那

須
野
ヶ
原
開
拓
史
研
究
』
第
六
〇
号
、
二
〇
〇
六
年
）
が
あ
る
。

ω
寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
～
文
久
元
年
（
↓
八
六
一
）
。
文
化
八
年

　
（
一
八
一
一
）
に
家
督
相
続
。
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
に
隠
居
。

豊
太
郎
・
萎
々
・
萎
斎
と
称
し
た
。

㈲
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
に
家
督
相
続
。
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）

没
。
与
一
・
豊
太
郎
と
称
し
た
。

【
付
記
】

本
稿
を
纏
め
る
に
当
た
り
、
久
野
俊
彦
氏
か
ら
の
ご
協
力
を
賜
り
ま

し
た
。
こ
こ
に
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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「
古
書
蔵
書
目
録
」
　
（
「
那
須
隆
家
文
書
」
甲
一
七
の
二
）

、

底
本
の
行
空
け
は
、
概
ね
翻
刻
に
反
映
さ
せ
た
。

　
書
誌

　
写
本
一
冊
。
袋
綴
じ
。
表
紙
左
に
題
籏
の
貼
り
跡
が
あ
る
。
表
紙

右
に
ペ
ン
書
き
で
「
古
書
藏
書
目
録
」
と
記
し
た
紙
片
を
付
し
て
い

る
。
本
書
は
逸
題
で
あ
り
、
書
名
は
仮
題
で
あ
る
。
縦
二
五
・
六
糎
、

横
一
九
・
五
糎
。
表
紙
は
白
地
。
紙
数
は
四
十
丁
。
半
丁
あ
た
り
八

～
九
行
。
毛
筆
書
き
。

凡
例、

翻
刻
に
当
た
っ
て
、
漢
字
は
、
正
字
体
・
通
行
字
体
は
そ
の
ま

　
ま
と
し
、
異
体
字
は
原
則
と
し
て
通
行
字
体
に
改
め
た
。
変
体

　
仮
名
は
平
仮
名
に
改
め
た
。

、
改
丁
部
分
と
一
丁
の
表
・
裏
は
、
」
（
ー
オ
）
の
よ
う
に
示
し
た
。

、
原
本
に
あ
る
見
せ
消
ち
は
、
訂
正
前
の
文
字
に
抹
消
線
を
付
け
、

　
そ
の
下
に
（
）
を
付
し
て
訂
正
後
の
文
字
を
入
れ
た
。

一
、

ｾ
ら
か
な
誤
記
は
右
傍
に
＊
を
付
し
、
そ
の
下
に
（
）
を
付

　
し
て
註
記
し
た
。
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古
書
藏
書
目
録
」
（
表
紙
）

　
　
　
御
家
録

那
須
記

同同
拾
遺
物
語

那
須
記

那
須
鑑

同
名
所
聞
傳
書

津
軽
孝
公
行
実

　
　
　
和
歌

萬
葉
集
略
解
目
録

萬
葉
集

萬
葉
類
句

古
今
和
歌
六
帖

新
撰
和
歌
六
帖

古
今
和
歌
注
　
訣

新
古
今
和
歌
集

」
（
団
平
白
紙
）

」
（
ユ
ウ
白
紙
）

八
十
六

十
六壱壱

壱壱
　
」
（
2
オ
）

弐三三壱弐壱
弐
　
」
．
（
2
ウ
）

古
今
遠
鏡

和
歌
麓
の
塵

古
今
和
歌
集
　
鉄

夫
木
和
歌
集
目
録

歌
林
尾
花
末

歌
枕
秋
の
寝
覚

熱
田
神
庫
懐
紙
和
歌

壽
楚
輪
の
田
井

か
さ
し
抄

和
歌
分
類

な
し
の
も
と

和
歌
書

和
歌
會
式

和
歌
明
題
部
類

濱
の
ま
さ
こ

袖
珍
異
名
集

語
意

雅
言
集
覧
　
鉄

類
題
和
歌
集

同
補
閾

三隅壱壱壱壱
壱

壱壱

」
（
3
オ
）

壱壱一
三
　
」
（
3
ウ
）

三
十七

新
題
六
輝
歌
集

新
績
題
林
倭
歌
集

義
林
雑
木
抄
　
訣

幸
隆
聞
書

異
名
分
類
抄

詞
の
本
末

和
歌
ぬ
さ
袋

古
言
梯

古
言
繹
解

無
名
抄

萩
の
枝
折

類
聚
歌
合
書

言
葉
の
や
ち
ま
た

月
の
か
つ
ら

和
歌
詞
要
抄

詠
歌
大
概

持
明
院
家
和
歌
御
傳
書

物
名
和
歌
抄

井
蛙
抄

類
字
書
名
遣

爪
（
七
）

一一一

　
　
」
（
4
オ
）

一一一

三

一
　
」
（
4
ウ
）

一一］一

」
（
5
オ
）
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大
江
戸
和
歌
集

新
百
人
一
首
．

百
人
一
首
一
夕
話

名
所
百
首

七
夕
百
首

百
首
和
歌

名
所
三
百
首

詠
百
首
和
歌

後
土
御
門
院
百
首
御
製

太
神
宮
御
法
楽
千
首

千
首
和
歌

着
到
百
首

為
家
集

右
京
太
夫
家
集

元
可
法
師
家
集

心
敬
僧
都
芝
草
の
内

三
城
斬
文
集

李
花
集

楊
柳
園
摘
葉

一九一一一五一一
　
」
（
5
ウ
）

弐弐一一一一
　
」
（
6
オ
）

一一

梅
園
筆
記

上
野
和
歌

近
世
名
家
歌
集

為
兼
集

草
庵
和
歌
集

了
愁
尼
聞
書

源
語
梯

か
つ
ら
の
花

筑
波
集

連
歌
点
取
附
合

片
う
た
合

連
歌
新
式

連
歌
書

和
歌
連
歌
抄

連
歌
さ
り
嫌

連
歌
茶
談

昌
周
濁
連
歌

連
歌
百
韻

一弐一一

弐
　
」
（
6
ウ
）

弐］一一一一一
　
」
（
7
オ
）

一一一一

　
　
　
茶
書

源
流
茶
話

織
部
百
箇
條

茶
話
指
月
集

清
巌
茶
話

茶
書

茶
器
秘
傳
録

正
徹
物
語

志
野
流
系
図

茶
譜

北
野
茶
會
記

禅
茶
録

茶
道
具
図
絡

古
今
茶
人
系
譜

有
侭
庵
茶
書
抜
書

千
家
諸
寸
法
　
訣

二
心
斎
被
不
円
聞
書

大
閤
真
跡

幽
斎
翁
聞
書

三一一二一弐一一一一一弐一一二二
一↓

」
（
7
ウ
）

」
（
8
オ
）

餅1
6

一



古
切
名
物
切
大
概

名
物
切

陶
工
記
聞

古
作
釜
図

夢
想
国
師
　
造
庭
法
式

諸
家
名
物
記

古
今
茶
人
華
押
藪

茶
人
華
押
藪

徹
書
記
日
記

源
通
斎
之
書

古
筆
名
葉
集

　
　
　
官
位
附
装
束

補
略

官
職
知
要

公
卿
補
任

僧
官
位
記

職
位
考

職
官
志

文
飾
私
考

一一一一一一一一一一一

」
（
8
ウ
）

」
（
9
オ
）

」
（
9
ウ
）

女
官
志

直
垂
考

職
原
抄

装
束
文
錺
推
談

烏
帽
子

桃
花
蘂
葉

類
聚
本
　
同

冠
帽
図
會

冠
服
考

か
さ
ね
の
色
目

胡
曹
抄

　
　
　
名
物

和
名
類
聚
抄

類
聚
名
物
考

古
図
類
従

劉
煕
繹
名

徴
古
図
録

好
古
日
録

一一弐一一
　
」
（
1
0
オ
）

一一一一一一

　
　
」
（
1
0
ウ
）

一六一一一

磨
光
編

集
古
十
種

　
　
　
傳

諸
家
知
譜
拙
記

本
朝
紹
運
績
録

姓
序
考

績
作
者
部
類

花
押
藪
　
歓

　
　

一
兀
青
子
　
（
古
了
）
　
伽
樺
垂
日

花
押
彙

三
哲
小
傳

高
泉
和
尚
行
実

義
僕
傳
蔵
傳

小
町
考
、

諸
家
系
図
纂
　
鉄

本
居
氏
写
吉
川
氏
書

伴
氏
聖
帝
考

二
十
四
孝
傳

高
尾
年
代
記

一
　
」
（
1
ー
オ
）

五

　
　
五

　
　
一

　
　
一

　
　
弐
　
」
（
1
ー
ウ
）

　
　
九

鉄
　
弐

　
　
一

　
　
一

　
　
一

　
　
一

弐
弐
　
」
（
1
2
オ
）

一一

餅1
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一



　
　
　
学
書

乗
燭
談

非
新
野
問
答

春
湊
浪
話

南
嶺
子

鮮
答
考

慧
蘭
集

茉
莉
花

雑
問
答
考

結
詞
考

東
都
歳
事
記

花
か
つ
み
の
考

草
盧
雑
談

岩
つ
く
し

愚
問
賢
註

擁
書
漫
筆

洞
津
考

安
斎
随
筆

通
俗
千
金
宝

浪
合
露
路

一一一一一

」
（
1
2
ウ
）

」
（
B
オ
）

百
寮
訓
要
抄

駿
台
雑
話

燕
石
雑
志

妙
々
寄
談

古
嚢
考

本
朝
裡
諺
　
鉄

東
披
物
類
相
感
志

寄
遊
談
　
鉄

諺
草

雅
遊
漫
録

近
世
奇
跡
考

同
　
　
鉄

和
学
辮

み
を
つ
く
し

北
越
奇
談
　
鉄

荷
薬
自
讃
花
集

朝
か
ほ
水
鏡

春
野
七
草
考
　
訣

諄
拝
考

除
蛙
録

五
　
」
（
1
3
ウ
）

六弐一一三五五
四
　
」
（
1
4
オ
）

四一一一一一一二

地
震
考

令
式
井
紀
年
附
日
記

小
右
記
　
鉄

新
撰
年
表

金
石
年
表

史
籍
年
表

三
潮
草

東
鑑
拾
遺

国
朝
使
節
録

三
代
実
録
補
正

吾
妻
鏡
注

古
今
要
覧
稿

日
本
書
記
寛
宴
和
歌

B
本
紀
略
解
厚
顔
抄

雲
圖
抄

同
裏
書

三
節
令
次
第

扶
桑
拾
葉
抄

和
漢
年
契

建
武
令

一
　
」
（
1
4
ウ
）

弐一一一一一一一一一一一一一一一一一

」
（
1
5
オ
）

」
（
1
5
ウ
）
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一



令
集
解
　
訣

即
位
式

逸
令

右
文
故
事

家
紀
年
月
注

女
院
記
　
類
聚
本

禁
秘
御
抄
私
考

殊
號
事
略

倭
姫
命
世
記

一一一一三
一一～一

」
（
1
6
オ
）

　
　
　
紀
行
井
道
の
記

山
城
名
勝
志
　
訣
本
　
　
十
四

同
類
標
　
訣
　
　
　
　
　
一

日
本
図
　
　
　
　
　
　
　
一
　
」

日
光
山
誌
　
　
　
　
　
　
一

日
光
山
記
　
　
　
　
　
　
一

那
須
国
造
碑
考
　
同
分
釈
義
　
弐

那
須
温
泉
記
　
　
　
　
　
一

富
嶽
図
記
　
　
　
　
　
　
一

富
士
御
覧
日
記
　
　
　
　
一

（
1
6
ウ
）

嵯
峨
名
勝
記

津
軽
一
統
志

南
嶋
志
　
内
北
嶋
志

紫
の
一
本

雅
章
吉
野
の
記

伊
勢
太
神
宮
参
詣
記

東
海
道
日
記

真
間
の
紀
行

大
和
路
紀
行

中
院
通
村
御
紀
行

佐
野
々
和
多
理

箱
根
湯
山
紀
行

丙
辰
紀
行

宗
祇
宗
長
道
の
記

伊
香
保
の
記

燕
沢
碑
考

山
陵
志

む
さ
し
の
副
図

遊
中
禅
寺
記

蝦
夷
国
風
図
式

一

八
　
」
（
1
7
オ
）

四一一一一弐一「一一一一一一一一一

」
（
1
7
ウ
）

」
（
1
8
オ
）

朝
鮮
国
記
事

来
朝
実
記

琉
球
入
貢
紀
略

琉
球
状

同
聴
使
記

八
丈
筆
記

蝦
夷
草
紙

朝
鮮
難
波
の
夢

畷
駅
盧
嶋
日
記

尾
薩
源
氏
私
記

東
海
山
中
名
所
和
歌

萬
國
渡
海
年
代
記

御
年
譜

有
徳
院
殿
御
事
書

常
山
紀
談
　
鉄

三
王
外
記

千
年
山
御
傳
略

元
和
小
説

一一一一一弐心一一
　
」
（
1
8
ウ
）

一↓一

柳
螢
井
神
祇
付
教
訓

　
　
　
　
　
　
　
一

一一一

」
（
1
9
オ
）
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水
無
月
の
記

巌
秘
録

岩
渕
夜
話

棉
記

芙
蓉
楼
全
集

夢
々
物
語

鳳
閾
御
會
和
歌

良
夜
諸
侯
詩
歌

弥
生
の
御
遊

一六三↓一一一

新
内
裡
御
障
子
画
井
詩
歌
一

修
学
院
御
會
和
歌

旭
岱
（
岱
）
子
叢
書

義
士
肖
像
賛
詞

常
府
問
答
蕾
事

山
下
幸
内
上
書

小
田
原
陣
御
内
状
写

御
亭
略

雲
上
明
鑑
　
鉄

奉
撰
七
福
神

一一一一一一一一

」
（
1
9
ウ
）

」
（
2
0
オ
）

諸
天
傳

神
社
考

神
社
佛
閣
批
判

新
撰
廣
狭
神
倶
集

多
武
峰
縁
起

武
蔵
惣
社
略
記

宮
比
神
御
傳
記

天
満
宮
御
傳
記
略

梅
松
訴
陳

八
幡
本
図

聖
徳
大
師
五
憲
法

五
論
名
儀

貞
丈
家
訓

六
払
型
僧
養
…
大
立
息

三
省
録

社
倉
私
儀

政
談

祐
民
篇

　
　
　
　
　
　

貞
観
町
政
（
政
要
）

　
　
　
武
家

一一一一］一一一一一

」
（
2
0
ウ
）

」
（
2
ー
オ
）

　
一

　
一　

十

　
一

　
四

　
一

鉄
　
一
」
（
2
ー
ウ
）

軍
器
考

本
朝
軍
器
考

海
国
兵
談

本
邦
刀
剣
考

後
素
集
　
訣

日
蔭
草

古
今
沿
革
考

太
平
策

靱
随
筆

鈴
録

甲
陽
合
戦
記

雄
飛
論

平
義
器
談

た
は
れ
草

四
季
草
　
鉄

兵
器
雄
緋

武
教
全
書

武
具
全
書

五
考
図

御
岳
鎧
図

同
標
註

七一四一一一一
　
」
（
2
2
オ
）

一一一一

」
（
2
2
ウ
）
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馬
鎧
図

日
置
流
射
術
四
巻
註
書

犬
追
書

靹
記
　
井
古
画
序

武
雑
記

兵
法
匹
夫
受
用
集
．

黄
石
公
三
略
国
字
解

剣
術
書

官
庫
武
器
図
説

諸
鞍
日
記
考
註

七
書

射
術
傳
書

真
禍
弓
書

兵
法
雄
鑑

兵
法
聞
書
集

義
経
記

英
雄
百
人
一
首

武
勇
魁
図
會

弓
矢
百
問
答

武
器
百
図

一一一一二
、
一
　
」
（
2
3
オ
）

一一一一

十
四一一

一
　
」

弐一一一
一
　
」

（
2
3
ウ
）

（
2
4
オ
）

幼
若
補
佐
心
得

若
則

輔
儲
類
葦

櫻
鳴
館
遺
草

翅
楚
篇

其
蝸
翁
草

姫
鏡

不
亡
抄

　
　
　
佛
書

濃
伐
仲
早
土
寸
士
心
　
　
鉄

寛
文
記
　
　
鉄

往
生
要
集

安
心
辮
疑
論
要
決

二
月
堂
縁
起

宿
曜
経
圖
説

薬
師
寺
擦
銘
繹

遊
行
系
図

大
慮
国
師
垂
跡

檀
像
繹
尊
考
謹

檀
像
瑞
像

一一一一一五
十
六

四
　
」
（
2
4
ウ
）

三一一一一一
　
」
（
2
5
オ
）

一一一

　
　
　
ネ

當
麻
曼
那
（
陀
）

勅
會
御
式
略
図

浄
土
十
六
祖
図
傳

後
世
の
枝
折

准
三
宮
傳

佛
説
孝
子
経

日
光
山
法
華
八
講
記

繹
普
門
品
重
頒

多
度
寺
資
財
帳

善
光
寺
縁
起

法
相
宗
章
疏

桂
川
地
蔵
雨

天
台
年
分
学
生
式

挫
日
蓮

観
経
疏
丁
丁
紗
會
本

勧
聾
菩
提
心
門

作
願
回
向
二
門

羅
縁
起
図
説

　
　
　
一

　
　
　
一

　
　
　
一

　
　
　
一

一↓一一一一一一一

一

」
（
2
5
ウ
）

鉄
　
三
」
（
2
6
オ
）

松
岳
山
繹
井
船
山
墓
碑
考
謹

高
野
大
師
真
跡
書
訣
　
　
一

百
翁
禅
師
紀
年
録
　
　
　
一

融
通
大
．
二
丁
縁
起
・
　
　
弐

ト
ー
7

一



破
吉
利
支
丹

佛
祖
統
紀
　
鉄

伝
教
大
師
将
来
目
録

佛
書

誠
殺
放
生
文

　
　
　
儒
経

四
書

五
経

趙
注
孟
子
　
映

詩
経
集
註

文
選
正
文

史
記

荘
子

老
子

韓
非
子

世
説
新
語
補

孔
子
家
語

列
女
傳

近
思
録

御
註
孝
経

一一一一一
　
」
（
2
6
ウ
）

十

十
一四八

十
三

廿
五十

弐
　
」
（
2
7
オ
）

十十五弐一

孝
経
繹
義

四
書
問
答

白
鹿
洞
宮
門

国
基

但
練
先
生
学
則

聖
学
問
答

古
今
註

敬
齊
箴

唐
国
史
補

漢
武
内
傳

槍
漠
尺
績

畢
張
綱
目

爾
雅
翼

事
文
類
集
　
鉄

古
文
真
寳
私
考

十
八
史
略

五
車
韻
瑞

唐
詩
鼓
吹

唐
絶
寄
解

七
才
詩
集

一一一一一一一一一一一一一七五弐弐

」
（
2
7
ウ
）

」
（
2
8
オ
）

聯
珠
詩
格

同
　
績
編

嘆
鳴
集
初
編

桃
花
園
稿

気
心
礎
稿

甑
北
詩
選

西
征
詩
抄

三
十
二
家
絶
句

采
風
集

葛
原
詩
話

今
四
家
絶
句

韻
府
一
隅

歴
代
詩
学
精
選

唐
宋
詩
語
玉
屑

詩
学
字
引
大
成

聯
珠
詩
格
名
物
図
考

魯
寮
詩
謁

五
楽
斎
遺
稿

麓
谷
集

藍
水
詩
抄

弐一一弐弐一一

」
（
2
8
ウ
）

弐
　
」
（
2
9
オ
）

弐四
十
七五弐一一一

　
」
（
2
9
ウ
）

一
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7
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東
野
遺
稿

唐
詩
品
彙
　
鉄

東
披
九
相
詩
井
和
歌

長
恨
歌
註

唐
詩
選
国
字
解

同
諺
解

襲
字
四
聲
便
蒙
解

侃
文
斎
韻
府
便
覧

三
韻
通
考

掌
中
熟
字
箋
　
折
本

清
新
詩
題
　
　
小
本

詩
韻
輯
要

徒
柱
字
彙

春
秋
護
法

虚
字
解

同
績
編

習
文
録

博
物
新
編

捜
神
旧

風
俗
通

一一三一一

」
（
3
0
オ
）

　
一

　
弐

　
一

　
一

　
一

　
弐

　
弐

　
三
　
」
（
3
0
ウ
）

四
冊
一
襲

　
三

　
四

五
雑
姐

蒙
求

新
刻
蒙
求

文
政
十
七
家
絶
句

日
本
詩
記

文
語
粋
三

尺
憤
彙
栃

尺
騰
楷
梯

江
戸
繁
昌
記

静
軒
文
紗

四
書
輯
疏

皇
朝
史
略

文
徳
實
録

　
　
　
馨
書

こ
と
ふ
き
草

鉄

大
同
類
聚
方
査
苞

象
方
規
矩

麻
疹
提
綱

三三二二

弐
　
」
（
3
ー
オ
）

三四五二
十
五

十
四一一一

」
（
3
ー
ウ
）

治
飲
卑
功

醤
原
橿
要

明
医
雑
著

扁
鵠
傳
解

人
参
攻

護
痘
要
法

新
添
脩
治
三
二

八
家
人
名
録

草
木
い
ろ
は
分

大
和
本
草
　
鉄

本
草
和
解

産
家
や
し
な
い
草

　
　
　
物
語

鳴
門
中
将
物
語

源
氏
物
語

同
　
打
聞

同
　
目
案

伊
勢
物
語
歌
占
書

同
伴
翁
日
記
考

一一一一
　
」
（
3
2
オ
）

一一一一一一↓一
　
」
（
3
2
ウ
）

一一一一一一
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玉
琴
　
　
　
鋏

　
　
　
ま
　
ロ
む
け

類
標
枕
草
紙

つ
れ
づ
れ
草

同
　
領
解
　
敏

お
あ
ん
物
語

お
き
く
物
語

空
物
語
玉
杉

野
槌
　
訣

西
行
撰
集
抄

湖
月
抄

毎
月
抄

お
安
物
語

金
玉
ね
ち
ふ
く
さ

同稲
生
物
語

白
浪
紀
事

長
短
雑
話

行
在
或
問

方
丈
記
図
解

し
り
う
こ
と

臓
鰭
物
語

一驚一一一一一一一一五

」
（
3
3
オ
）

」
（
3
3
ウ
）

三三一一一三一
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